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は
じ
め
に

　
律
令
制
下
で
は
、
基
本
原
則
と
し
て
公
地
公
民
が
宣
言
さ
れ
、
国

家
に
よ
る
土
地
支
配
が
強
く
押
し
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
早
く
も
奈
良
時
代
半
ば
に
は
、
墾
田
開
発
へ

の
道
が
開
か
れ
、
墾
田
地
に
対
す
る
私
有
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
荘
園
成
立
の
端
緒
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
一
方
、「
農
は
天
下
之
本（

1
）」

と
さ
れ
た
古
代
に
お
い
て
、
水
田
を

潤
す
灌
漑
用
水
に
与
え
ら
れ
た
基
本
原
則
は
「
公
私
共
利
」
で
あ
っ

た
。「
公
私
共
利
」
と
は
、
雑
令
国
内
条
に
示
さ
れ
て
お
り
、
山
川

藪
沢
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
は
国
家
と
個
人
の
双
方
と
も
が
享
受
す

る
、
と
い
う
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
に
用
水
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
律
令
制
的
土
地
制
度
が
崩
壊
し
て
い
く
中
で
、
国
家
は
灌
漑

用
水
に
対
し
て
も
ま
た
、
変
化
を
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
や
が
て
、
国
家
権
力
の
衰
え
や
干
害
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た
平

安
時
代
初
め
に
は
、
新
た
に
「
公
水
」
な
る
用
語
が
史
料
上
に
現
れ

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
当
時
、
用
水
に
関
わ
る
法
令
は
堤
堰
溝
渠

の
み
な
ら
ず
、
農
業
・
土
地
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
対
し
て
発
せ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
膨
大
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
も
、
律

令
国
家
に
と
っ
て
灌
漑
用
水
が
い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
知

ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
多
く
の
史
料
を
整
理
し
、
古
代
用
水
史
に
つ
い
て
詳

細
・
多
角
的
に
研
究
を
行
っ
た
の
は
、亀
田
隆
之
氏
で
あ
る
。そ
し
て
、

亀
田
氏
は
、用
水
に
対
す
る
律
令
国
家
の
方
針
と
し
て
、〝
公
水
主
義
〞

と
い
う
概
念
を
見
出
し
た（

2
）。

し
か
し
、
こ
の
論
理
は
墾
田
開
発
の
進

展
に
伴
っ
て
後
退
し
、
用
水
に
も
ま
た
私
有
が
認
め
ら
れ
る
事
態
が

　

律
令
国
家
の
用
水
政
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

岩
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世
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生
じ
る
。
た
だ
し
、
用
水
を
国
家
の
も
の
と
す
る
主
張
は
、
全
く
消

滅
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
く
、
潜
在
的
に
一
貫
し
て
流
れ
続
け
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
亀
田
説
に
対
し
、
主
と
し
て
土
地
制
度
の
面
か
ら
、
多

様
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
吉
村
武
彦
氏
は
、
公
私
共
利
の
原
則
を

重
く
見
、用
水
政
策
も
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
全
て
の
用
水
を
国
家
の
支
配
下
に
置
く
と
い
う
〝
公
水

主
義
〞
は
あ
り
え
な
い
と
述
べ
、
こ
こ
に
亀
田
氏
の
見
解
と
の
違
い

が
表
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
土
地
の
所
有
が
問
題
と
な
る
場
合
に
、

用
水
の
性
格
が
大
き
く
作
用
す
る
と
考
え
る
点
で
は
、
亀
田
氏
と
類

似
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
河
内
祥
輔
氏
・
伊
藤
循
氏
に
よ
る
と
、
土
地
の
所
有
と
用

水
は
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
用
水
は
公
私
共

利
で
あ
る
と
い
う
点
を
、吉
村
氏
よ
り
も
強
く
主
張
さ
れ
る
。
な
お
、

発
せ
ら
れ
た
法
令
か
ら
、
河
内
氏
が
、
用
水
施
設
の
工
事
に
私
的
な

財
力
を
投
入
さ
せ
よ
う
と
い
う
国
家
の
意
図
を
見
出
さ
れ
た
の
に
対

し
、
伊
藤
氏
は
、
用
水
の
独
占
を
阻
止
し
農
民
の
再
生
産
条
件
を
保

証
す
る
こ
と
こ
そ
が
国
家
の
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
、
意
見
が
分
か

れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
岩
口
和
正
氏
は
、
用
水
の
面
か
ら
の
考
察
を
深
め
ら
れ

た
。
こ
こ
で
は
、
現
実
は
別
に
し
て
、
そ
も
そ
も
国
家
権
力
に
と
っ

て
は
、「
公
私
共
利
」
が
用
水
に
対
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
は
ず
だ
と

す
る
。
し
か
し
、
灌
漑
用
水
の
私
的
独
占
が
進
行
す
る
に
至
る
と
、

こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
登
場
し
た
「
公
水
」
に
よ
り
、「
公
私
共
利
」

の
原
則
自
体
が
、
限
定
的
な
も
の
へ
と
変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

や
が
て
、
国
家
の
目
的
は
、
私
功
に
よ
る
池
溝
開
発
・
墾
田
収
公
に

向
け
ら
れ
、「
公
水
」
は
名
実
と
も
に
国
家
の
直
接
的
管
理
・
支
配

の
対
象
に
さ
れ
て
い
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
従
来
の
研
究
を
大
ま
か
に
述
べ
る
と
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
古

代
の
用
水
に
関
す
る
議
論
の
中
で
は
、「
公
水
」・「
公
私
共
利
」
と

い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
律
令
国
家
の
原
則
を
示
し
た
令
文
に
現
れ
る「
公
私
共
利
」。ま
た
、

こ
の
原
則
と
は
お
よ
そ
異
質
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る「
公
水
」。
よ
っ

て
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
中
心
に
据
え
、
律
令
国
家
の
用
水
政
策
に

つ
い
て
、
従
来
の
見
解
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
史
料
に
見
え
る
公
水

　
古
代
の
史
料
に
お
い
て
、「
公
水
」
の
用
語
の
見
え
る
も
の
は
三

つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
『
令
集
解
』
田
令
為
水
侵
食
条
穴
記
、
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②
『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
七
月
戊
戌
勅
、
③
『
延
喜
式
』
民
部
上

が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
れ
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

①
﹇
田
令
為
水
侵
食
条
本
文
﹈

凡
田
為
レ
水
侵
食
、
不
レ
依
二
旧
派
一
、
新
出
之
地
、
先
給
二
被

レ
侵
之
家
一
。

　 

﹇
穴
記
﹈

新
出
之
地
、
負
二
公
水
一
者
、
皆
為
二
口
分
一
。
雖
二
新
出
地
一
、

私
開
二
井
溝
一
造
食
者
、
為
二
墾
田
一
也
。

②
　
戊
戌
、
勅
。
今
聞
、
畿
内
勅
旨
田
、
或
分
―二
用
公
水
一
、
新
得
二

開
発
一
。
或
元
墾
二

地
一
、
遂
換
二
良
田
一
。
加
以
託
―二
言
勅

旨
一
、
遂
開
二
私
田
一
。
宜
二
遣
レ
使
勘
察
一
。
若
王
臣
家
有
二

此
類
一
、
亦
宜
二
同
検
一
。

③
　
凡
私
墾
田
用
二
公
水
一
者
、
不
レ
論
二
多
少
一
、
収
為
二
公
田
一
。

但
水
饒
無
レ
妨
処
者
、不
レ
論
二
年
之
遠
近
一
、聴
レ
為
二
私
田
一（

3
）。

　
従
来
、
以
上
の
史
料
か
ら
公
水
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な

さ
れ
て
き
た
。そ
れ
ら
の
検
討
に
つ
い
て
は
次
章
に
ま
わ
す
と
し
て
、

先
に
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
三
つ
の
史
料
の
う
ち
、
最
も
「
公
水
」
の
意
味
を
は
っ
き
り
と
示

し
て
い
る
も
の
は
史
料
①
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
洪
水
な
ど
に
よ
り
新

た
に
現
出
し
た
土
地
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
明
法
家
の
一
見
解
で
あ

る
が
、
こ
こ
か
ら
は
「
公
水
」
と
は
公
功
を
加
え
た
用
水
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
が
み
え
て
く
る
。
ま
ず
、
こ
の
文
全
体
を
読
ん
で
み
る

と
、
前
半
と
後
半
が
対
句
の
関
係
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で

あ
ろ
う
。
次
に
、
後
半
部
分
に
注
目
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
私
的
に

井
溝
を
開
い
て
土
地
を
開
墾
し
た
場
合
、
そ
れ
を
墾
田
と
し
て
認

め
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
前
半
部
分
を
考
え
る
と
、

「
負
二
公
水
一
」
の
意
味
が
明
瞭
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
私
的
に
開
い
た

井
溝
を
利
用
す
る
こ
と
の
対
、
す
な
わ
ち
公
的
に
開
い
た
井
溝
を
利

用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
公
水
」
と
は
公
功
を
加
え
た
用

水
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
、「
公
水
」
の
性
格

に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
新
出
地
を
い
く
ら
開
墾
し
て
も
、
公
水
を
使

え
ば
土
地
の
私
的
所
有
は
認
め
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、「
公
水
」
は

私
的
な
目
的
に
は
利
用
で
き
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
史
料

②
や
③
に
も
こ
の
考
え
方
は
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
史
料
②
は
、
勅
旨
に
か
こ
つ
け
公
水
を
用
い
て
私
田
を
開
く
こ
と

を
禁
止
し
た
勅
で
あ
る
。
な
お
、
勅
旨
田
の
公
水
分
用
の
可
否
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
が
、こ
こ
で
は
分
用
可
と
し
て
お
く
。
そ
の
場
合
、

勅
旨
田
は
公
功
を
加
え
た
用
水
を
用
い
て
新
た
に
開
発
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
、
ご
く
自
然
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
ま
た
そ
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
王
臣
家
が
公
水
を
用
い
て
私
田
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を
開
く
こ
と
は
勘
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
よ
り
し
て
、
私
的
流

用
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
史
料
③
は
、
私
的
な
墾
田
に
公
水
を
用
い
た
場
合
、
そ
の
墾
田
を

収
公
し
て
公
田
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
な
っ
て
は
墾
田
に

公
水
を
引
く
こ
と
は
憚
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
私
的
な
公
水
利
用
は
で

き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
「
公
水
」
に
公
功
を
加
え
た
用
水
を
あ
て

は
め
て
も
、
さ
し
た
る
問
題
も
な
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

但
し
書
き
部
分
は
、
水
が
豊
富
な
場
合
は
私
田
も
公
水
を
利
用
す
る

こ
と
を
許
可
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
公
功
を
加
え
た
用
水
と

し
て
矛
盾
は
な
い
。
な
お
、
こ
こ
で
私
田
が
公
水
を
利
用
し
う
る
こ

と
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
が
、こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。

こ
こ
で
は
「
公
水
」
の
実
体
や
性
格
が
史
料
③
の
場
合
も
他
と
異
な

ら
な
い
こ
と
を
示
す
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
に
関
連
し
て
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
八
所
収
天
長

元
年
八
月
二
十
日
太
政
官
符
を
見
て
み
よ
う
。

④
　
太
政
官
符

　
　
　
応
三
諸
国
荒
田
令
二
民
耕
食
一
事

…
…
清
原
真
人
夏
野
奏
状

、
夫
除
二
不
堪
佃
一
之
外
、
別
有
二

常
荒
田
一
、
百
姓
耕
作
、
国
司
徴
レ
租
。
民
畏
二
此
迫
一
、
常

憚
二
耕
食
一
。
伏
望
、
一
身
之
間
、
永
聴
二
耕
食
一
。
但
六
年
之

後
徴
レ
租
如
レ
法
者
。
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
依
レ
奏
。
唯
池
溝

堰
等
加
二
公
功
一
者
、
不
レ
聴
レ
用
二
其
水
一
。
復
不
レ
得
二
因

レ
此
勢
家
耕
作
一
。

　
　
　
　
天
長
元
年
八
月
廿
日

　
こ
れ
は
、
六
年
後
に
は
法
の
通
り
租
を
徴
収
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
一
身
の
間
百
姓
が
荒
田
を
保
有
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
但
し
書
き
で
は
、
保
有
は
認
め
る
が
、「
公

功
を
加
え
」
た
池
溝
堰
の
水
は
使
わ
せ
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
既
に

論
じ
た
史
料
①
②
③
か
ら
は
、
公
水
が
私
的
に
使
え
な
い
用
水
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
太
政
官
符
に
は
「
公
水
」
の
文
字

は
見
え
な
い
が
、
先
に
検
討
し
た
史
料
の
結
果
と
合
わ
せ
考
え
て
み

れ
ば
、
こ
こ
で
言
う
「
公
功
を
加
え
」
た
池
溝
堰
の
水
も
公
水
で
あ

る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
よ
り
、
史
料
中
に
登
場
す
る
「
公
水
」
は
、
公
功
を
加
え
た

用
水
を
指
す
語
で
あ
り
、
基
本
的
に
私
的
利
用
は
で
き
な
い
も
の
と

し
て
ま
ち
が
い
な
い
と
考
え
る
（
以
下
、
こ
の
意
味
で
使
用
す
る
場

合
は
〈
公
水
〉
と
表
記
す
る
）。
そ
れ
で
は
、
従
来
、
公
水
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
妥
当
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
述
べ
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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二
、
従
来
の
研
究
に
よ
る
公
水

　
　
1

　
公
功
を
加
え
た
用
水

　
亀
田
隆
之
氏
は
、
公
水
に
二
つ
の
定
義
を
設
け
た
。
一
つ
は
本
来

的
な
公
水
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
付
加
限
定
条
件
の
公
水
で
あ
る
。

　
本
来
的
な
公
水
と
は
、
す
べ
て
の
灌
漑
用
水
を
指
す
。
こ
れ
は
、

公
地
公
民
と
一
体
化
し
た
概
念
で
あ
り
、
灌
漑
用
水
は
す
べ
て
国
家

の
支
配
下
に
あ
る
水
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
亀
田
氏
は
、
こ
れ
を
大

化
改
新
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
大
化
元

年
八
月
庚
子
詔
・
大
化
二
年
八
月
癸
酉
詔
・
天
武
四
年
二
月
己
丑
詔

な
ど（

4
）を

挙
げ
た
。
し
か
し
、吉
村
氏
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
詔
は
灌
漑
用
水
を
国
家
が
管
理
す
る
な
ど
と
は
言
っ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詔
に
見
え
る
文
言
は
、「
薗
池
水
陸
之

利
、
与
二
百
姓
一
倶
」、「
国
々
可
レ
築
レ
堤
地
、
可
レ
穿
レ
溝
所
、
可

レ
墾
レ
田
間
、
均
給
使
レ
造
」、「
親
王
、
諸
王
及
諸
臣
并
諸
寺
等
所

レ
賜
山
沢
嶋
浦
、林
野
陂
池
、前
後
並
除
焉
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

山
川
藪
沢
等
の
利
の
独
占
を
禁
じ
た
り
、
開
発
を
奨
励
し
た
り
す
る

様
子
は
窺
わ
れ
る
が
、
か
と
い
っ
て
国
家
が
用
水
を
管
理
す
る
と
い

う
宣
言
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
、
後
に
成
立
す
る
令

文
の
「
山
川
藪
沢
之
利
、
公
私
共
之
」
と
同
じ
考
え
を
示
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
後
者
が
公
功
を
加
え
た
用
水
に
相
当
す
る
。
亀
田
氏
は
、

こ
の
付
加
限
定
条
件
の
公
水
の
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
を
三
世
一
身
法

に
求
め
た
。
な
お
、
三
世
一
身
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
も
し
ば
し

ば
触
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
こ
で
全
文
を
示
し
て
お
こ
う
。

⑤
　
辛
亥
、
太
政
官
奏
、
頃
者
、
百
姓
漸
多
、
田
池
窄
狭
。
望
請
、

勧
―二
課
天
下
一
、
開
―二
闢
田
疇
一
。
其
有
下
新
造
二
溝
池
一
、
営
二

開
墾
一
者
上
、
不
レ
限
二
多
少
一
、
給
伝
二
三
世
一
。
若
逐
二
旧

溝
池
一
、
給
二
其
一
身
一
。
奏
可
之（

5
）。

　
亀
田
氏
は
、
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
公
水
は
公
功
を
加
え
た
用
水

と
し
て
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
、
公
水
は
漠
然
と
し
た

も
の
か
ら
一
歩
進
み
、よ
り
具
体
的
な
形
と
し
て
示
さ
れ
た
と
み
る
。

た
だ
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
三
世
一
身
法
の
時
点
で
公
水
の
概
念

が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
そ
の

た
め
亀
田
氏
の
見
解
を
す
べ
て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
公

水
の
実
体
に
つ
い
て
の
見
方
に
限
れ
ば
賛
同
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
ま
た
、吉
村
武
彦
氏
は
先
に
挙
げ
た
史
料
①
の
ほ
か
に
『
令
集
解
』

同
条
の
跡
記（

6
）を

示
し
て
い
る（

7
）。

そ
こ
で
は
、「
凡
新
出
之
地
、
不

レ
尽
レ
労
而
安
得
二
佃
食
一
者
、
則
成
二
口
分
一
耳
」
と
さ
れ
、
ま
た
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対
句
の
形
で
「
尽
二
強
力
一
而
開
墾
者
、
是
私
治
田
耳
」
と
さ
れ
て

い
る
。
吉
村
氏
は
、
前
者
が
史
料
①
の
「
負
二
公
水
一
者
、
皆
為
二

口
分
一
」
に
、
後
者
が
「
私
開
二
井
溝
一
造
食
者
、
為
二
墾
田
一
也
」

に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
と
考
え
、
穴
記
と
跡
記
の
解
釈
を
共
通
の
も

の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
史
料
④
を
も
取
り
上
げ
た
上
で
、
公
水

に
は
公
功
に
よ
る
用
水
を
あ
て
よ
う
と
す
る
。

　
さ
ら
に
、
河
内
祥
輔
氏
も
公
功
を
加
え
た
用
水
を
公
水
と
す
る
立

場
に
立
っ
て
い
る（

8
）。

た
だ
、
河
内
氏
の
場
合
は
、
墾
田
を
め
ぐ
る
問

題
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
性
か
ら
公
水
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
公
水
に
つ
い
て
の
検
討
は
簡
単
に
と
ど
め
ら
れ

て
い
る
。

　
　
2

　
天
然
の
用
水

　
こ
れ
ら
に
対
し
、
伊
藤
循
氏
は
、
史
料
①
②
③
を
検
討
し
、
そ
の

ど
れ
か
ら
も
公
水
を
公
功
を
加
え
た
用
水
と
し
て
は
断
定
で
き
な
い

と
結
論
付
け
た（

9
）。

そ
し
て
、「
公
水
は
天
然
の
用
水
を
中
心
的
内
容

と
す
る
概
念
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
伊
藤
氏
の
見

解
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
伊
藤
氏
は
史
料
①
の
「
負
二
公
水
一
」
に
つ
い
て
、
旧
来
の
自
然

用
水
の
利
用
が
容
易
で
あ
る
場
合
を
想
定
し
、「
こ
の
公
水
は
自
然

河
川
を
意
味
し
て
い
る
と
し
て
も
矛
盾
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
史
料
②
の
勅
を
「
禁
制
の
重
点
は
公
水
の
私
的
利
用
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
勅
旨
に
仮
託
し
た
公
功
の
私
的
流
用
に
あ
っ
た
」
と

し
、公
水
を
公
功
に
よ
る
用
水
と
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

さ
ら
に
、
史
料
③
で
は
「
自
然
の
用
水
で
も
水
量
が
豊
富
で
な
け

れ
ば
墾
田
の
た
め
の
用
水
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う

る
」
と
述
べ
、
自
説
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
伊
藤
氏
は
史
料

②
の
勅
の
目
的
に
つ
い
て
、「
勅
旨
に
仮
託
し
た
公
功
の
私
的
流
用
」

の
禁
止
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
公
水
に
は
公
功
が

加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
は
し
ま
い
か
。

　
ま
た
、
伊
藤
氏
は
、
東
南
院
文
書
の
天
平
神
護
二
年
十
月
十
九
日

生
江
東
人
解
、
同
月
二
十
日
阿
須
波
束
麻
呂
過
状
に
注
目
し
た
。
そ

こ
で
、
そ
れ
ら
の
一
部
を
以
下
に
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑥
　
一
東
人
之
所
レ
進
墾
田
壱
佰
町
之
溝
事

右
、従
三
元
就
二
公
川
一
治
―二
通
溝
一
。
長
二
千
五
百
許
丈
、広
六
尺
、

深
四
尺
以
下
三
尺
以
上
、

来
―二
任
郡
領
一
時
、
以
二
私
功
力
一
治
開
、
是
以
治
―二
得
田
一
。

如
レ
員
東
大
寺
功
徳
料
進
上
已
畢
。
自
レ
爾
以
来
、
無
二
公

私
障
一
勘
定
。
申
送
已
訖（

10
）。

⑦
　
一
預
二
郡
家
一
佃
勅
旨
御
田
陸
町
受
―二
漑
寒
江
之
沼
水
一
元
来
公
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私
共
用
之
水
者

　
　
　
　
専
当
少
領
阿
須
波
束
麻
呂

右
、
件
御
田
之
水
、
作
三
東
大
寺
道
守
野
庄
所
二
妨
停
一
、
不

レ
堪
レ
佃
状
、
附
二
散
仕
五
十
公
諸
羽
一
、
申
―二
上
国
府
一
。

…
…（

11
）

　
伊
藤
氏
は
、
史
料
⑥
の
「
公
川
」
と
い
う
語
句
か
ら
自
然
用
水
と

公
水
の
関
係
を
積
極
的
に
論
じ
た
。
さ
ら
に
史
料
⑦
の
天
然
用
水
が

「
元
来
公
私
共
用
之
水
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
根
拠
と
し
て
挙
げ

た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、「
公
川
」
が
自
然
河
川
を
指
す
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論

は
な
い
。
だ
が
、
自
然
河
川
が
公
水
と
さ
れ
る
と
、
不
都
合
が
多
い

と
考
え
ら
れ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
田
に
水
を
引
こ
う
と
い

う
場
合
、
最
も
容
易
な
の
は
自
然
河
川
か
ら
溝
を
掘
っ
て
、
そ
こ
に

水
を
流
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
東
人
も
そ
う
し
て
い
る
。
そ
し

て
彼
は
、「
以
二
私
功
力
一
治
開
、是
以
治
―二
得
田
一
」
と
言
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
自
然
河
川
が
公
水
で
あ
れ
ば
、こ
れ
は
公
水
利
用
で
あ
り
、

史
料
③
に
よ
る
と
収
公
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
あ
ま

り
に
非
現
実
的
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
公
水
を
天
然
の
用
水
で
あ
る
と
す

る
伊
藤
氏
の
見
解
に
は
、
賛
同
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
3

　
公
田
の
み
が
利
用
で
き
る
用
水

　
岩
口
和
正
氏
は
、
公
水
概
念
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
と
転
成
と
い

う
二
つ
の
画
期
を
見
出
し
て
い
る（

12
）。

当
初
、
公
田
の
み
が
利
用
で
き

る
用
水
と
し
て
成
立
し
た
公
水
は
、
や
が
て
逆
転
の
意
味
を
生
じ
、

公
水
を
利
用
す
る
も
の
は
す
べ
て
公
田
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る
に

至
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、岩
口
氏
は
池
溝
帳
に
注
目
し
、こ
れ
に
よ
っ

て
掌
握
さ
れ
た
池
溝
・
灌
漑
用
水
の
法
的
表
現
が
「
公
水
」
で
あ
る

と
も
説
い
て
い
る
。

　
公
水
は
公
田
の
み
が
利
用
で
き
る
と
い
う
論
理
を
、
岩
口
氏
は
史

料
②
か
ら
導
い
た
。
岩
口
氏
に
よ
る
と
、
史
料
②
は
、
そ
れ
に
先
立

ち
現
れ
た
大
同
元
年
六
月
癸
巳
勅（

13
）・

同
年
閏
六
月
八
日
太
政
官
符（

14
）と

目
的
が
一
致
す
る
と
い
う
。
二
つ
の
史
料
の
目
的
は
、
王
臣
家
な
ど

に
よ
る
侵
掠
・
圧
迫
か
ら
一
般
公
戸
民
の
経
営
と
用
益
権
を
保
護
す

る
こ
と
で
あ
り
、史
料
②
の
勅
旨
田
も
規
制
の
対
象
で
あ
る
と
す
る
。

つ
ま
り
、
岩
口
氏
は
勅
旨
田
の
公
水
分
用
を
禁
止
あ
る
い
は
制
限
さ

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
勅
旨
田
が
分
用

を
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
な
水
は
、
灌
漑
用
水
一
般
で
は
な
く
、
自
然

用
水
で
も
な
く
、
公
功
を
加
え
た
用
水
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
、
右

の
よ
う
な
結
論
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
。し
か
し
、岩
口
説
に
従
っ

て
考
え
る
と
、
勅
旨
田
は
公
田
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
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勅
旨
田
が
公
田
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
は
き
わ
め

て
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
右
の
説
を
認
め
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
岩
口
説
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
史
料
③
は
見
過
ご
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
確
か
に
前
半
部
分
で
は
、
岩
口
氏
の
よ
う
に
、

公
水
は
公
田
の
み
が
利
用
で
き
る
用
水
で
あ
る
と
考
え
て
支
障
あ
る

ま
い
。
だ
が
、
こ
の
史
料
の
後
半
部
分
に
は
但
し
書
き
が
存
在
し
て

い
る
。
水
量
が
豊
か
で
公
田
の
耕
作
に
差
し
支
え
な
い
場
合
は
、
私

田
も
公
水
を
利
用
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
例
外
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
い
か
な
る
場
合
で
も
公
水
利
用

が
可
能
だ
っ
た
な
ど
と
言
う
つ
も
り
は
全
く
な
い
。
し
か
し
、
わ
ざ

わ
ざ
条
文
に
但
し
書
き
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実

が
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
池
溝
帳
に
つ
い
て
は
現
存
す
る
も
の
が
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
池
や
溝
が
載
せ
ら
れ
た
の
か
確
認
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
池
溝
帳
の
成
立
は
、
延
暦
十
九
年
九
月
十

六
日
太
政
官
符（

15
）に

示
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
令
の

規
定（

16
）通

り
池
堰
修
理
が
国
司
の
責
任
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま

た
、
時
に
は
中
央
も
関
与
す
る
場
合
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
池
溝
帳

に
載
せ
ら
れ
た
用
水
施
設
は
、
こ
の
よ
う
に
公
功
を
加
え
て
維
持
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
公
水
を
池
溝
帳

等
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
た
用
水
と
考
え
て
も
、
そ
れ
は
同
時
に
公
功

を
加
え
た
用
水
で
も
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。よ
っ
て
、

岩
口
氏
の
よ
う
に
、
公
水
は
公
田
の
み
が
利
用
で
き
る
水
で
あ
る
、

と
は
断
定
で
き
な
い
。

　
以
上
、
公
水
の
実
体
に
関
す
る
考
察
を
行
い
、
公
水
は
公
功
を
加

え
た
用
水
で
あ
る
、
と
す
る
立
場
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
れ
で
は
、

公
水
は
何
の
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
概
念
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
律
令
国
家
は
用
水
に
対
し
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨

も
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
律
令
国
家
の
用
水
政
策

　
　
1

　
私
水
の
存
在

　
前
章
ま
で
、
公
水
の
実
体
に
つ
い
て
い
く
ら
か
の
考
察
を
行
っ
て

き
た
。
次
に
、「
公
水
」
の
逆
の
概
念
と
さ
れ
る
「
私
水
」
の
存
在

が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
公
水
が
律
令
国
家
の
用
水
政
策
を
考
え
る

に
あ
た
っ
て
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
な
ら
ば
、私
水
に
つ
い
て
も
ま
た
、

触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
従
来
か
ら
、
古
代
の
用
水
を
論
じ
る
場
合
に
、
私
水
の
存
在
に
つ
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い
て
の
考
察
は
欠
か
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
実
は
「
公
水
」

の
用
語
が
史
料
中
に
登
場
す
る
の
に
対
し
、「
私
水
」
と
い
う
用
語

は
ど
こ
に
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
私
水
は
公
水

が
存
在
す
る
た
め
に
対
概
念
と
し
て
そ
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
議
論

の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
従
来
の
研
究
で
私
水
の
存
在
を
強
く
主
張
し
た
の
は
亀
田

氏
で
あ
る
。
亀
田
氏
は
史
料
③
の
規
定
を
逆
に
捉
え
る
こ
と
で
、「
私

墾
田
で
あ
っ
て
も
公
水
を
用
い
な
い
も
の
は
公
田
と
し
て
収
め
な

い
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
公
水
・
私
水
の
区
別

の
基
準
は
、
用
水
施
設
が
公
功
を
加
え
た
も
の
か
私
功
を
加
え
た
も

の
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
私
水
を
利
用
し
た
場
合
は
墾
田
と
し
て
所

有
を
許
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
吉
村
氏
は
史
料
⑥
を
例
に
挙
げ
、

私
功
に
よ
っ
て
治
開
し
た
用
水
を
利
用
し
、
土
地
を
私
財
と
な
す
こ

と
は
、
律
令
制
下
の
合
法
的
占
有
だ
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
吉
村

氏
も
私
水
の
存
在
を
肯
定
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
一
方
、
河
内
氏
・
伊
藤
氏
・
岩
口
氏
は
私
水
を
否
定
し
て
い
る
。

ま
ず
、
河
内
氏
は
、
公
水
の
実
体
に
つ
い
て
は
亀
田
氏
・
吉
村
氏
と

同
じ
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
三
世
一
身
法
や
条
里
制
地
割
を
根
拠
に

「
用
水
に
公
水
・
私
水
の
別
が
あ
り
え
た
か
ど
う
か
問
題
で
あ
ろ
う
」

と
す
る
。
さ
ら
に
、
史
料
③
の
但
し
書
き
を
取
り
上
げ
、
私
墾
田
は

公
水
を
用
い
て
も
収
公
さ
れ
な
い
の
が
普
通
の
状
態
で
あ
る
と
述
べ

た
。
こ
の
河
内
氏
の
説
に
伊
藤
氏
も
同
意
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

岩
口
氏
も
「
そ
も
そ
も
三
世
一
身
法
か
ら
『
私
水
』
を
論
じ
る
こ
と

自
体
、
成
立
し
が
た
い
議
論
」
と
考
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
従
来
、
私
水
の
存
在
に
つ
い
て
は
概
ね
こ
の
よ
う
な
見
解
が
な
さ

れ
て
き
た
。
そ
こ
で
次
に
、
私
見
を
述
べ
て
み
よ
う
。
結
論
か
ら
言

う
と
、
私
水
の
存
在
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
、
私
水
概
念
発
生
の
も
と
と
さ
れ
る
三
世
一
身
法
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
す
べ
て
の
墾
田
が
収
公
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
を
み
る

と
、
国
家
に
は
土
地
の
私
有
を
認
め
る
気
は
な
く
、
最
大
の
目
的
が

耕
地
拡
大
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
史
料
⑤
の
太
政

官
奏
は
「
田
池
窄
狭
」
と
言
っ
て
い
る
。
不
足
し
て
い
た
の
は
田
ば

か
り
で
は
な
い
。
池
も
不
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ

の
法
を
利
用
し
て
、
国
家
は
用
水
施
設
の
増
大
を
も
図
っ
た
で
あ
ろ

う
。「
新
造
溝
池
」
利
用
の
場
合
が
よ
り
優
遇
さ
れ
る
の
は
そ
の
た

め
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
い
ざ
収
公
の
段
階
に
な
る
と
、
触
れ
ら

れ
る
の
は
土
地
の
こ
と
ば
か
り
で
、
用
水
施
設
に
つ
い
て
の
記
述
は

な
い
。
国
家
は
用
水
施
設
収
公
の
意
図
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
「
新
造
溝
池
」・「
旧
溝
池
」
が
と
も
に
公
私
共

利
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
律
令
国
家
の
基
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本
方
針
は
「
山
川
藪
沢
之
利
、公
私
共
之
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

特
に
法
令
を
出
す
な
ど
し
て
規
定
を
設
け
な
い
限
り
、
用
水
施
設
は

公
功
・
私
功
に
関
係
な
く
、
公
私
共
利
が
適
用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

三
世
一
身
法
は
、
こ
の
基
本
方
針
を
変
え
る
よ
う
な
こ
と
は
言
っ
て

い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
段
階
で
は
私
水
は
も
ち
ろ
ん
、
公
水
も
国

家
の
念
頭
に
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
次
に
、
史
料
⑥
を
見
る
と
、
溝
の
開
削
に
私
功
を
投
入
し
た
こ
と

を
根
拠
と
し
て
私
田
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、「
私
水
」
の

存
在
が
窺
わ
れ
そ
う
で
は
あ
る
。
だ
が
、
溝
は
墾
田
が
私
有
物
で
あ

る
こ
と
の
根
拠
に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
独
占
で
き
る
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
史
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
そ
も
そ
も
、
土
地
制
度
の
「
公
私
」
と
用
水
制
度
の
「
公
私
」
は

一
致
し
な
い
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
土
地
に
つ
い
て
は
「
公
」
に

対
し
「
私
」
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
も
述

べ
た
と
お
り
、
用
水
に
つ
い
て
は
「
私
水
」
の
用
語
が
見
え
る
史
料

は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
両
制
度
が
一
致
し
て
い
た

ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
私
功
に
よ
り
用
水
施
設
を
造
っ
た
こ
と
を
口

実
に
し
て
、
公
田
ま
で
も
が
私
田
化
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
甚
だ
危

険
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
私
功
に
よ
る
用
水
は
公
私
共
利
の
ま
ま
に
し

て
お
く
方
が
、公
田
保
護
の
面
か
ら
も
用
水
施
設
拡
大
の
面
か
ら
も
、

国
家
に
と
っ
て
は
得
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
土
地
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
用
水
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
所
有
者
が
決
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
私
水
」
と
さ
れ
る
も
の
は
存
在
し

な
か
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
2

　
公
私
共
利
の
性
格

　
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
公
私
共
利
」
で
あ
る
。
公
私
共
利
は
律
令

国
家
の
土
地
政
策
の
基
本
姿
勢
と
言
え
る
も
の
で
、
雑
令
国
内
条
に

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

⑧
　
凡
国
内
有
下
出
二
銅
鉄
一
処
上
、
官
未
レ
採
者
、
聴
二
百
姓
私
採
一
。

若
納
二
銅
鉄
一
、
折
―二
充
庸
調
一
者
聴
。
自
余
非
二
禁
処
一
者
、

山
川
藪
沢
之
利
、
公
私
共
之（

17
）。

　
こ
の
公
私
共
利
の
原
則
が
、
古
代
の
用
水
問
題
と
ど
の
よ
う
に
絡

ん
で
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
従
来
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
出
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
ら
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
亀
田
氏
は
、
公
私
共
利
と
は
「
あ
く
ま
で
も
国
家
権
力
に
そ
の
用

益
権
は
従
属
し
、
国
家
の
統
制
の
下
に
使
用
を
認
め
ら
れ
る
性
質
の
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も
の
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
姿
勢
を
背
後
に
持
つ
水
が
本
来
的

な
公
水
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
に
、
公
水
を
使
用
す
る
限
り
に
お
い

て
す
べ
て
公
地
で
あ
る
と
す
る
観
念
の
存
在
す
る
一
つ
の
契
機
が
見

出
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
公
私
共
利
は
国
家
に
従
属
す
る
す

べ
て
の
灌
漑
用
水
の
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
吉
村
氏
は
、
公
私
共
利
の
政
策
は
公
水
制
と
い
う
政
策
と

並
立
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の
政
策
は
い
ず

れ
も
用
水
に
関
わ
っ
て
は
く
る
も
の
の
、
政
策
・
論
理
の
意
義
・
働

き
方
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
吉
村
氏
に
よ
る
と
、
公
水
は

公
功
を
加
え
た
用
水
で
あ
り
、
公
水
制
と
は
公
功
に
よ
る
耕
地
の
開

発
体
制
に
即
応
す
る
用
水
政
策
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

公
水
の
論
理
が
働
く
の
は
、
公
水
の
私
的
利
用
・
田
地
の
私
的
領
有

化
が
な
さ
れ
る
の
を
阻
止
す
る
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
公
私

共
利
政
策
は
、
用
水
が
不
当
に
独
占
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
打

破
す
る
た
め
に
働
く
と
い
う
。

　
ま
た
、
河
内
氏
は
、
公
水
を
公
功
に
よ
る
用
水
と
考
え
る
も
の
の
、

そ
れ
は
公
田
に
も
私
田
に
も
用
い
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
公

私
共
利
の
論
理
は
公
水
に
あ
て
は
ま
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
伊
藤
氏

も
ま
た
、
公
私
共
利
の
論
理
は
公
水
に
あ
て
は
ま
る
と
す
る
。
し
か

し
、
伊
藤
氏
の
場
合
は
公
水
を
自
然
河
川
が
中
心
で
あ
る
と
捉
え
て

お
り
、
公
私
共
利
と
は
自
然
河
川
に
適
用
さ
れ
た
論
理
で
あ
る
と
す

る
。

　
最
後
に
、
岩
口
氏
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
灌
漑
用
水
の

私
的
な
支
配
・
領
有
を
否
定
し
て
い
る
公
私
共
利
の
原
則
は
、
用
水

の
私
的
独
占
が
展
開
す
る
中
で
、
一
般
公
戸
民
保
護
の
た
め
に
公
水

概
念
を
形
成
す
る
も
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
公
田
を
灌
漑
す
る
水

を
公
水
と
す
る
概
念
の
成
立
は
、
用
水
の
私
的
領
有
を
消
極
的
に
認

め
る
結
果
と
な
り
、
公
私
共
利
と
は
相
反
す
る
も
の
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。

　
以
上
が
、
従
来
の
研
究
に
よ
る
公
私
共
利
と
用
水
の
関
係
に
つ
い

て
の
見
解
で
あ
る
。
で
は
、
こ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
ら
が
妥
当
で
あ
る

か
検
討
を
加
え
つ
つ
、
私
見
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
、
公
私
共
利
の
制
度
が
、
公
水
の
制
度
と
は
異
な
る
目
的
を

持
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
検
討
し
よ
う
。
吉
村
氏
は
、
史
料
⑥

と
⑦
を
比
較
し
た
。
史
料
⑥
は
、
生
江
東
人
が
東
大
寺
に
寄
進
し
た

墾
田
の
、
開
発
の
様
子
が
知
ら
れ
る
史
料
で
あ
る
。
吉
村
氏
に
よ
る

と
、
こ
の
場
合
は
、
私
功
を
加
え
た
溝
に
よ
る
開
発
を
主
張
し
て
、

墾
田
の
所
有
を
正
当
化
す
る
論
理
（
吉
村
氏
は
こ
れ
を
律
令
制
下
の

合
法
的
占
有
と
す
る
）
で
あ
る
か
ら
、
公
私
共
利
政
策
は
ど
の
よ
う

な
意
味
も
持
た
な
い
と
い
う
。
こ
こ
で
問
題
が
起
き
る
と
す
れ
ば
、
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公
水
を
利
用
し
た
場
合
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
史
料
⑥
は
公
水
の

論
理
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
史
料
⑦
が
公
私
共
利

の
政
策
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
史
料
⑦
は
、

東
大
寺
の
道
守
野
庄
が
「
元
来
公
私
共
用
之
水
」
を
不
当
に
も
独
占

し
、
勅
旨
御
田
の
用
水
利
用
を
妨
害
し
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
史

料
だ
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
他
の
史
料
で
も
、
こ
の
よ
う
な
分
類
を

す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。『
類
聚
三
代
格
』巻
十
六
の「
山

野
藪
沢
江
河
池
沼
事
」
は
、
公
私
共
利
に
関
わ
る
法
令
が
多
く
収
め

ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
法
令
の
目
的

を
確
認
す
る
こ
と
は
、
公
私
共
利
の
性
格
を
把
握
す
る
上
で
大
切
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。『
類
聚
三
代
格
』
の
史
料
は
、
百
姓
の
用
益
権

が
妨
げ
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
勢
家
に
よ
る
山
川
藪
沢
の
独
占

を
禁
止
す
る
傾
向
が
圧
倒
的
に
強
い
。
か
と
い
っ
て
、
勢
家
が
山
川

藪
沢
を
利
用
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一

方
、
公
水
制
に
関
わ
る
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
史
料
①

②
③
は
、
墾
田
に
対
し
公
水
の
独
占
ど
こ
ろ
か
利
用
ま
で
禁
止
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
私
田
が
公
水

利
用
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
史
料
③
の
但

し
書
き
が
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
公
私
共
利
政
策
と
公
水
制
に
は

重
な
る
部
分
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
異
な
る
二
つ
の
政
策
と
し
て
扱

え
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
な
お
、
吉
村
氏
は
、
公
私
共
利
を
自

然
河
川
の
持
つ
性
格
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
公

水
が
制
度
で
は
な
く
実
体
を
伴
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
段
落
を
改
め

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
自
然
河
川
が
公
私
共
利
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
最
大
の
根
拠
は
史
料
⑦
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
自
然
河
川
と
み
ら
れ
る
「
寒
江
之
沼
水
」
に
つ
い
て
、「
元

来
公
私
共
用
之
水
」
と
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
史

料
⑥
に
は
「
公
川
」
の
文
字
が
見
え
る
の
で
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
こ

う
と
思
う
。
こ
の
実
体
は
、生
江
川
と
呼
ば
れ
る
自
然
河
川
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
よ
り
、「
公
川
」
が
自
然
河
川
を
指
す
こ
と
に
は
従
来
よ

り
異
論
が
な
い
。
東
人
は
こ
の
川
に
「
通
溝
」
し
て
自
分
の
墾
田
を

開
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、自
然
河
川
を
私
的
な
目
的
に
利
用
し
て
も
、

何
の
問
題
も
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
こ
こ
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
自
然
河
川
を
公
的
に
使
え
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ま

ず
考
え
ら
れ
な
い
。よ
っ
て
、自
然
河
川
は
公
私
共
利
の
性
格
を
持
っ

て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
の
問
題
は
、
公
私
共
利
の
原
則
が
公
水
に
も
あ
て
は
ま
る

も
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
河
内
氏
は
、
公
水
を
公
功

に
よ
る
用
水
と
し
た
上
で
史
料
③
の
但
し
書
き
に
注
目
し
、
公
水
は
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「
公
私
共
用
之
水
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
言

い
切
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
こ
の
但
し
書
き
は
、
公
水
が

私
的
に
利
用
さ
れ
た
事
実
の
存
在
を
窺
う
上
で
は
重
要
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
「
水
が
豊
か
で
妨
げ
に
な
ら
な
い
と
き
は
、
年

数
に
制
限
を
設
け
ず
、
私
田
と
す
る
こ
と
を
許
す
」
と
し
か
言
っ
て

お
ら
ず
、「
い
つ
で
も
誰
で
も
使
用
可
」
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
史

料
①
か
ら
は
公
水
使
用
を
私
田
に
認
め
る
気
な
ど
少
し
も
感
じ
ら
れ

な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
実
は
私
見
で
も
、
公
水
は
基
本
的
に
は

公
私
共
利
の
範
疇
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
無
条
件
に
、
と
は
い
か
な
い
。
そ
の
理
由
は
次
節
で

述
べ
よ
う
と
思
う
。

　
次
に
、
公
水
の
概
念
が
公
私
共
利
と
相
反
す
る
か
ど
う
か
確
か
め

て
お
き
た
い
。
公
水
の
概
念
は
暗
に
池
溝
の
私
的
領
有
化
を
想
定
し

て
お
り
、
公
私
共
利
は
そ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
大
同

元
年
に
「
公
水
」
が
史
料
上
に
見
え
て
か
ら
、
延
喜
年
間
に
至
っ
て

も
、
な
お
公
私
共
利
は
生
き
て
お
り
重
ね
て
下
知
さ
れ
て
い
る（

18
）。

実

際
に
そ
の
勅
が
効
果
を
持
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と

も
国
家
の
方
針
と
し
て
は
、
公
私
共
利
と
公
水
の
ど
ち
ら
が
淘
汰
さ

れ
て
い
く
わ
け
で
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
公
私
共
利
と
公
水
の
概
念

は
重
な
る
部
分
を
持
つ
と
考
え
る
か
、
も
し
く
は
働
き
の
異
な
る
別

個
の
政
策
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
を
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
公
私
共

利
の
性
格
に
関
し
て
言
え
ば
、
亀
田
氏
の
見
解
が
最
も
妥
当
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
史
料
⑧
の
前
半
部
分
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。「
山
川
藪
沢
之
利
、
公
私
共
之
」
と
言
い
な
が
ら
、
百
姓

が
銅
鉄
を
採
掘
で
き
る
の
は
、
官
が
手
を
付
け
て
い
な
い
所
だ
け
で

あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
川
藪
沢
か
ら
利
益
が
上
が
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
場
所
が
禁
処
で
あ
る
場
合
は
、
例
外
的
に
公
私

共
利
は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
公
私
共

利
の
原
則
に
は
、
令
の
制
定
当
初
か
ら
当
然
の
よ
う
に
制
限
が
付
け

ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
公
私
共
利
は
、
国
家
の
意
思

に
よ
っ
て
左
右
で
き
る
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
　
3

　
用
水
事
業
へ
の
私
功
投
入

　
用
水
施
設
は
、
そ
れ
に
対
す
る
工
事
が
公
に
よ
る
も
の
か
、
私
に

よ
る
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
は
関
係
な
く
、
基
本
的
に
は
公
私
共

利
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
史
料
か
ら
は
、
公
私
と
も
に
用
水

事
業
に
努
め
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
だ
が
、
実
は
律
令
国
家
は
、
用
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水
施
設
の
工
事
に
私
功
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
国
家
の
姿
勢
が
強
く
窺
わ
れ
る
の
は
、「
公
水
」
の

初
見
で
あ
る
大
同
年
間
に
続
く
、
弘
仁
期
・
天
長
期
で
あ
る
。
こ
の

時
期
に
も
、
用
水
に
関
す
る
法
令
が
し
ば
し
ば
出
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
例
を
拾
い
出
し
て
み
た
。

　
ま
ず
、弘
仁
十
一
年
七
月
一
日
太
政
官
符（

19
）を

見
て
み
る
。
こ
れ
は
、

堰
を
こ
ま
め
に
調
査
し
、
そ
の
破
損
が
小
さ
い
う
ち
に
修
理
す
る
こ

と
を
、
国
司
に
義
務
づ
け
た
法
令
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
命
じ
た
の
か
と
い
う
と
、
大
破
に
至
っ
て
か
ら
で
は
「
民
疲
二
修

造
一
、多
費
二
公
粮
一
」
と
い
う
事
態
が
起
き
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
太
政
官
符
の
場
合
、
命
令
を
受
け
て
行
動
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
国
司
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
堰
の
修
理
に
私
功
が
投
入
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
当
時
、
多
額
の
公
費
の
支
出
が
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
削
減
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
次
に
、
元
慶
三
年
七
月
九
日
太
政
官
符
に
は
、
引
用
の
形
で
天
長

三
年
五
月
三
日
符（

20
）が

見
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
で
良
峯
安
世
が
奏
上

し
た
言
葉
に
注
目
す
る
。
安
世
は
、「
…
…
望
請
、
随
二
得
レ
地
之

数
一
定
二
多
少
之
法
一
、
令
三
各
修
―二
理
堤
防
一
。
仮
令
給
二
一
町
之

地
一
修
―二
理
一
丈
之
堤
一
。
不
レ
加
二
公
労
一
令
二
堤
防
全
一
之
術
也
。

…
…
」
と
言
っ
て
い
る
。
得
た
土
地
の
面
積
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
堤
防
の
修
理
を
割
り
当
て
よ
う
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
れ
が
「
公
労
を
加
え
ず
し
て
堤
防
を
全
か
ら
し
む
る
の
術
」
だ
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
奏
に
対
し
天
皇
は
、「
依

レ
奏
」
と
言
っ
て
許
可
し
て
い
る
。

　
ま
た
、堰
や
堤
で
は
な
い
が
、天
長
六
年
五
月
二
十
七
日
に
は
「
応

レ
作
二
水
車
一
事
」
と
す
る
太
政
官
符（

21
）が

出
さ
れ
て
い
る
。
旱
魃
に

よ
る
水
田
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
水
利
条
件
の
悪
い
所
に
水
車
を
設

置
し
よ
う
と
言
う
。
そ
の
際
、「
宜
下
下
―二
仰
民
間
一
作
―二
備
件
器
一
、

以
為
中
農
業
之
資
上
」
と
い
う
こ
と
で
、
国
司
が
関
わ
る
の
は
「
有
二

貧
乏
之
輩
不
一レ
堪
二
作
備
一
」
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
民

間
の
富
豪
層
に
期
待
し
て
い
る
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

　
こ
の
頃
の
用
水
統
制
に
つ
い
て
亀
田
氏
は
、「
現
実
の
社
会
情
勢

を
勘
案
」
し
、「
現
実
的
に
用
水
整
備
の
上
で
効
果
を
あ
げ
る
」
と

い
う
一
面
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る（

22
）。

当
時
の
社
会
情
勢
と
い
う

の
は
、
国
家
の
経
済
面
の
不
振
や
国
家
権
力
の
衰
退
と
い
っ
た
律
令

制
の
崩
壊
や
富
豪
層
の
大
土
地
私
有
者
化
、
さ
ら
に
は
旱
魃
に
よ
る

被
害
な
ど
で
あ
る
。
以
上
の
太
政
官
符
は
、
そ
う
い
う
社
会
事
情
を
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示
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
公
的
な
負
担
を
い
か
に
軽
減
す
る
か
を

探
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
私
功
の
投
入
に
た
ど
り
着
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
で
は
、「
公
水
」
が
史
料
に
現
れ
る
前
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
弘
仁
・
天
長
期
の
太
政
官
符
ほ
ど
あ
か
ら
さ
ま
で
は
な
い
が
、

や
は
り
民
間
利
用
の
思
惑
は
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
史

料
⑤
の
三
世
一
身
法
で
「
田
池
窄
狭
」
と
さ
れ
、「
新
造
溝
池
」
を

開
い
た
場
合
、
特
に
優
遇
さ
れ
る
点
に
、
そ
れ
が
み
ら
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
用
水
事
業
に
民
間
の
力
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
律
令

国
家
の
意
図
を
見
出
し
た
従
来
の
研
究
と
し
て
は
、
河
内
氏
の
説
が

あ
る
。
河
内
氏
は
、
史
料
③
の
式
文
に
、
用
水
施
設
の
工
事
に
対
し

て
私
功
の
投
入
を
強
制
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
み
る
。
な
ぜ
そ
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
概
ね
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ

う
。
河
内
氏
に
よ
る
と
、
史
料
③
の
式
文
の
意
は
、「
公
水
（
公
的

な
徭
役
労
働
と
財
源
と
に
よ
っ
て
造
設
さ
れ
た
用
水
施
設
）
を
利
用

し
て
い
る
場
合
に
は
、
収
公
の
対
象
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い

う
、
墾
田
に
対
す
る
制
約
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
墾
田
主

に
と
っ
て
、
確
実
に
墾
田
収
公
を
避
け
る
方
法
は
、
公
水
を
利
用
し

な
い
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
公
水
を
利
用
し
な
く
て
よ
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
私
的
な
財
源
や
労
働
力
を
投
入
し
て
用
水
施
設
の
維
持
を
図

る
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
結
果
と
し
て
、
用
水
事
業
に
私
功
が
注
が

れ
る
形
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
岩
口
氏
は
、
公
水
は
公
田
を
灌
漑
す
る
水
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
古
代
国
家
に
は
私
功
に
よ
る
池
溝
開
発
の
成
果
を
公
水
化
す

る
狙
い
が
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
ず
は
史
料
④
の
太
政
官
符
で
、
公
田

と
し
て
の
常
荒
田
の
再
開
発
を
優
遇
す
る
措
置
を
示
す
。
た
だ
し
、

優
遇
さ
れ
る
の
は
私
功
に
よ
り
池
溝
を
開
い
た
場
合
の
み
で
あ
る
。

次
に
、
常
荒
田
は
公
田
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
を
灌
漑
し
て
い
る
水
は

公
水
で
あ
る
と
い
う
論
理
を
持
ち
出
す
。
す
る
と
、
結
果
と
し
て
私

功
を
加
え
た
用
水
が
公
水
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
段
取
り
で
あ

る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
平
安
時
代
に
入
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
国
家
が
用
水

事
業
を
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
公
功
の
投
入
を
や
め
て
し

ま
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
依
然
と
し
て
活
発
な
事
業
が
行
わ
れ
る
様

子
は
、
法
令
の
多
さ
や
、
正
史
の
記
事
か
ら
も
窺
わ
れ
る（

23
）。

ま
た
、

池
溝
帳
に
よ
る
灌
漑
用
水
の
把
握
に
も
動
い
た
の
は
、
国
家
の
運
営

に
お
け
る
用
水
支
配
の
重
要
さ
を
十
分
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
切
な
用
水
事
業
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
民
間

に
も
強
い
期
待
を
寄
せ
て
維
持
・
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
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4

　〈
公
水
〉
の
存
在
意
義

　
前
節
ま
で
で
、
律
令
国
家
の
下
で
は
、
用
水
は
す
べ
て
公
私
共
利

で
あ
り
、「
私
水
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
た
。
で
は
、
な
ぜ
、
公
私
共
利
で
あ
る
は
ず
の
用
水
に
「
公
水
」

と
い
う
部
分
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、

〈
公
水
〉（
＝
公
功
を
加
え
た
用
水
）
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
の
考
察

を
行
う
。

　〈
公
水
〉
の
考
え
方
が
三
世
一
身
法
の
段
階
で
は
ま
だ
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
。「
公
水
」
と
史
料

上
に
現
れ
る
の
が
大
同
元
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
概
念
が
生
み
出

さ
れ
た
の
は
そ
れ
ら
の
間
―
八
十
三
年
間
―
の
ど
こ
か
の
時
点
で
あ

る
。
こ
の
間
に
は
墾
田
永
年
私
財
法
も
発
令
さ
れ
、
土
地
制
度
の
上

で
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
八
十
三
年
間
と
い
う
長

い
年
月
で
あ
れ
ば
、
そ
の
間
に
土
地
の
私
的
領
有
化
は
か
な
り
進
ん

で
い
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
用
水
施
設
へ
の
私
功
投
入
を

理
由
に
、
不
当
に
も
公
田
が
私
田
化
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
し
、
現
実
に
起
こ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
墾
田
も
一
応
輸
租
田

で
は
あ
る
か
ら
、そ
の
増
加
は
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、

今
ま
で
あ
っ
た
公
田
が
私
田
化
さ
れ
て
減
少
す
る
こ
と
は
、
律
令
国

家
に
と
っ
て
墾
田
の
増
加
よ
り
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。

　
そ
こ
で
、
律
令
国
家
は
、
今
あ
る
公
田
を
保
護
す
る
た
め
、〈
公
水
〉

を
持
ち
出
し
て
私
的
に
は
手
を
付
け
ら
れ
な
い
土
地
を
作
り
出
そ
う

と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
律
令
国
家
の
原
則
に
基
づ
け

ば
、〈
公
水
〉
も
公
私
共
利
の
用
水
で
あ
り
、
公
田
が
独
占
し
て
よ

い
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
私
共
利

の
原
則
は
、
そ
も
そ
も
国
家
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
公
私
共
利
の
性
格
を
利
用
し
、
律
令

国
家
は
公
功
に
よ
る
用
水
に
統
制
を
加
え
て
〈
公
水
〉
と
し
、
公
私

共
利
の
用
水
か
ら
切
り
離
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
史
料
③
に
つ
い
て
言
う
と
、〈
公
水
〉
と
し
て
規
制
し
つ
つ
、
公

功
に
よ
る
用
水
が
本
来
持
っ
て
い
た
公
私
共
利
の
性
格
が
考
慮
さ
れ

た
様
子
が
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の

史
料
を
根
拠
に
、〈
公
水
〉
が
墾
田
収
公
の
た
め
の
論
理
で
あ
る
こ

と
を
主
張
す
る
向
き
も
あ
る（

24
）。

し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
但
し
書
き
は

収
公
を
阻
む
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
付
け
足
す
必
要
性
が
な
い
。
ま

た
、
史
料
に
従
っ
て
考
え
れ
ば
、
水
の
豊
か
な
所
に
限
っ
て
公
田
は

一
向
に
拡
大
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
や
や
期
待
外
れ
の
感
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
仁
寿
年
間
に
は
「
以
二
公
力
一
営
種
、
其
所
レ
獲
者
全

納
二
官
倉
庫
一
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
法
令（

25
）も

あ
り
、
土
地
に
限
ら
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ず
、
公
功
に
よ
る
も
の
は
何
で
も
公
の
も
の
、
と
い
う
考
え
方
が
な

か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
史
料
③
を
直
ち
に
墾
田

収
公
の
た
め
の
論
理
と
決
め
る
こ
と
も
、
少
し
急
ぎ
す
ぎ
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
、〈
公
水
〉
は
既
存
の
公
田
を
保
護
す
る
た

め
に
登
場
し
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
律
令
国
家
が
用
水
に
対
し
て
示
し
た
態
度
に
つ
い
て
思
う

と
こ
ろ
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
そ
れ
ら
を
も
う
一
度
ま
と
め
て

お
こ
う
と
思
う
。

㋐
史
料
に
見
え
る
「
公
水
」
の
実
体
は
公
功
を
加
え
た
用
水
で
あ
り
、

私
的
利
用
は
制
限
さ
れ
た
。

㋑
私
功
を
加
え
た
用
水
が〈
私
水
〉と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

㋒
池
溝
の
開
発
者
と
、
そ
れ
に
よ
る
墾
田
の
所
有
者
は
、
必
ず
し
も

一
致
し
な
か
っ
た
。

㋓
す
べ
て
の
用
水
に
は
公
私
共
利
の
原
則
が
適
用
さ
れ
た
が
、
公
私

共
利
が
国
家
の
意
思
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、〈
公
水
〉

は
私
的
利
用
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

㋔
律
令
国
家
は
、
用
水
事
業
に
私
功
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
。

㋕
〈
公
水
〉
は
、既
存
の
公
田
を
保
護
す
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
。

　
概
ね
こ
の
よ
う
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
の
中
で
は
、
河
内
氏
の
説

に
近
い
結
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
河
内
氏
の
見

解
と
は
、以
下
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
点
も
み
ら
れ
る
。
一
つ
は
、

公
水
の
私
的
利
用
に
つ
い
て
、
河
内
氏
は
「
公
水
は
公
田
に
も
私
田

に
も
用
い
ら
れ
、
い
わ
ば
『
公
私
共
用
之
水
』」
と
述
べ
、
制
限
が

設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
二
つ

目
は
、
公
水
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
の
見
解
が
や
や
異
な
る
点
で
あ

る
。
河
内
氏
の
説
に
は
、
弱
い
な
が
ら
も
墾
田
収
公
論
が
入
っ
て
お

り
、
既
存
の
公
田
保
護
と
い
う
見
方
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、

公
水
を
、
用
水
施
設
の
工
事
に
私
功
を
投
入
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
惑

の
表
れ
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
に
は
、
私
見
を
構
成
す
る
上
で
大
き

な
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
。

　
さ
て
、
今
回
は
主
と
し
て
〈
公
水
〉
の
登
場
以
降
―
平
安
時
代
初

期
―
の
考
察
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
は
、
律
令
制
崩
壊
の
時
期
に
相

当
し
、
国
家
の
葛
藤
も
あ
っ
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
用
水
に
関
し

て
言
え
ば
、
公
田
保
護
の
た
め
の
〈
公
水
〉
は
、
律
令
国
家
の
原
則

の
公
私
共
利
に
制
限
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
や
は
り
律
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令
制
維
持
を
図
っ
た
と
き
の
産
物
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
私
水
を
認
め

な
い
姿
勢
も
ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
用
水

事
業
を
民
間
に
期
待
し
た
こ
と
は
、
律
令
国
家
維
持
の
た
め
で
あ
り

な
が
ら
、
そ
の
国
家
が
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
て
態
度
を
変
化
さ
せ
る

様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
葛
藤
は
、「
公
水
」
の
見
え
る
史
料
上
で
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
穴
記
が
墾
田
の
〈
公
水
〉
利
用
を
認
め

る
気
な
ど
全
く
な
か
っ
た
の
に
対
し
、『
延
喜
式
』
で
は
姿
勢
を
柔

軟
化
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
原
因
が
何
で
あ
っ
た
か
ま
で
は
探
っ
て
い

な
い
が
、
力
を
持
っ
て
き
た
在
地
の
要
求
も
一
つ
に
は
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
用
水
支
配
の
面
か
ら
み
て
も
、
律
令
国
家
が
時
代
の

転
換
に
逆
ら
い
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
現
実
に
向
か
い
合
っ
て
、
よ
り
理
想
的
な
体
制
を
探
っ
て
い
こ

う
と
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
時
代
と
つ
な
が
る

こ
と
で
活
路
を
開
こ
う
と
す
る
律
令
国
家
の
前
向
き
な
姿
と
し
て
、

捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　註（
1
）『
類
聚
三
代
格
』巻
八
、神
護
景
雲
元
年
四
月
二
十
四
日
勅
。『
続
日
本
紀
』

同
日
条
。

（
2
）
亀
田
隆
之
「
公
水
の
観
念
と
国
家
の
用
水
支
配
」（『
日
本
古
代
用
水

史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）。
初
出
は
「
古
代
用
水
制

度
の
一
般
的
考
察
」（『
東
洋
大
学
紀
要
』一
四
、一
九
六
〇
年
）。
以
下
、

特
に
示
さ
な
い
限
り
、
亀
田
氏
の
見
解
は
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
3
）『
延
喜
式
』
で
は
、「
凡
私
墾
田
用
二
公
水
一
者
、
論
二
多
少
一
、
収
為
二

公
田
一
。
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
政
事
要
略
』
巻
五

十
三
、
交
替
雑
事
で
は
、「
凡
私
墾
田
用
二
公
水
一
者
、
不
レ
論
二
多
少
一
、

収
為
二
公
田
一
。
…
…
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て

は
後
者
が
正
し
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
今
回
は

そ
れ
に
倣
っ
た
。

（
4
）
い
ず
れ
も
『
日
本
書
紀
』。

（
5
）『
続
日
本
紀
』
養
老
七
年
四
月
辛
亥
条
。

（
6
）『
令
集
解
』
田
令
為
水
侵
食
条
跡
記

　
　 

新
出
、
謂
被
レ
損
之
田
相
代
出
地
。
但
至
二
他
所
一
而
新
出
所
者
、
皆

公
地
耳
。
凡
新
出
之
地
、
不
レ
尽
レ
労
而
安
得
二
佃
食
一
者
、
則
成
二
口

分
一
耳
。
尽
二
強
力
一
而
開
墾
者
、
是
私
治
田
耳
。
寺
田
神
田
墾
田
被
二

侵
食
一
、
更
不
レ
給
レ
代
。
朱
先
同
。
未
レ
知
何
。
園
地
被
レ
侵
、
有
二
新
出

地
一
替
給
耳
。

（
7
）
吉
村
武
彦
「
八
世
紀
『
律
令
国
家
』
の
土
地
政
策
の
基
本
的
性
格
―

公
地
制
へ
の
展
開
に
関
し
て
―
」（『
史
学
雑
誌
』
八
一
‐
八
〇
、
史

学
会
、
一
九
七
二
年
）。
以
下
、
特
に
示
さ
な
い
限
り
、
吉
村
氏
の
見

解
は
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
8
）
河
内
祥
輔
「
班
田
収
授
制
の
特
質
」（『
世
界
史
の
新
局
面
と
歴
史
像
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の
再
検
討
』
青
木
書
店
、
一
九
七
六
年
）。
以
下
の
河
内
氏
の
見
解
は
、

す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
9
）
伊
藤
循
「
日
本
古
代
に
お
け
る
私
的
土
地
所
有
形
成
の
特
質
―
墾
田

制
の
再
検
討
―
」（『
日
本
史
研
究
』
二
二
五
、
日
本
史
研
究
会
、
一

九
八
一
年
）。
以
下
の
伊
藤
氏
の
見
解
は
、
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
10
）『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
八
‐
二
、
東
南
院
文
書
二
‐
一
七
二
頁
。

天
平
神
護
二
年
十
月
十
九
日
生
江
東
人
解

（
11
）『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
一
八
‐
二
、
東
南
院
文
書
二
‐
一
七
四
頁
。

天
平
神
護
二
年
十
月
二
十
日
阿
須
波
束
麻
呂
過
状

（
12
）
岩
口
和
正
「
律
令
法
と
『
公
水
』
概
念
」（『
歴
史
学
研
究
』
五
三
八
、

歴
史
学
研
究
会
、
一
九
八
五
年
）。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
公
田
」
は

墾
田
永
年
私
財
法
の
制
定
以
降
に
一
般
化
し
た
そ
れ
で
あ
っ
て
、
令

制
に
い
う
「
公
田
」
で
は
な
い
。
以
下
の
岩
口
氏
の
見
解
は
、
す
べ

て
こ
の
論
文
に
よ
る
。

（
13
）『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
六
月
癸
巳
条

　
　 

勅
、
池
之
為
レ
用
、
必
由
二
灌
漑
一
。
栗
林
之
用
、
良
為
レ
得
レ
実
。
今

諸
国
所
レ
有
蓮
池

栗
林
等
、
或
決
二
灌
レ
田
之
水
一
、
潤
二
彼
芙
蓉
一
。

或
占
二
无
レ
実
之
林
一
、寄
―二
言
供
御
一
。
如
レ
此
之
類
、必
妨
二
百
姓
一
。

宜
二
遣
レ
使
子
細
勘
定
一
之
。

（
14
）『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
、
大
同
元
年
閏
六
月
八
日
太
政
官
符

　
　
　
太
政
官
符

応
レ
尽
レ
収
―二
入
公
勅
旨

寺
王
臣
百
姓
等
所
レ
占
山
川
海
嶋
濱
野

林
原
等
一
事

…
…
藤
原
朝
臣
園
人
解

、
山
海
之
利
公
私
可
レ
共
。
而
勢
家
専
点

絶
二
百
姓
活
一
。
愚
吏
阿
容
不
二
敢
諌
止
一
、
頑
民
之
亡
莫
レ
過
二
此

甚
一
。
伏
望
、
依
二
慶
雲
三
年
詔
旨
一
一
切
停
止
。
謹
請
二
処
分
一
者
。

右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
今
如
レ
所
レ
申
、
則
知
徒
設
二
憲
章
一
曽
無
二

遵
行
一
。
率
―下
由
所
司
阿
縦
而
令
中
二
百
姓
一
有
上
レ
妨
。
宜
二
一
切
収

入
公
私
共
一レ
之
。
若
有
レ
犯
者
依
二
延
暦
十
七
年
十
二
月
八
日
格
一
行

レ
之
、
一
無
レ
所
レ
宥
。
自
今
以
後
、
立
為
二
恒
例
一
。
…
…

（
15
）『
延
暦
交
替
式
』、『
貞
観
交
替
式
』

　
　
　
太
政
官
符

　
　
　
　
応
レ
修
―二
理
溝
池
堰
堤
一
事

右
被
二
右
大
臣
宣
一

、
奉
レ
勅
、
富
レ
国
安
レ
民
、
事
帰
二
良
田
一
。

良
田
之
開
、
実
在
二
溝
池
一
。
如
レ
聞
、
諸
国
溝
池
、
多
有
レ
不
レ
修
。

田
疇
荒
廃
、
職
此
之
由
。
宜
レ
令
下
改
二
既
往
怠
一
、
成
二
将
来
勤
一
、

特
立
二
條
例
一
、
以
懲
中
違
犯
上
者
。
諸
国
承
知
、
存
レ
情
修
理
。
自

今
以
後
、
惣
―二
計
池
堰
一
、
載
二
朝
集
帳
一
、
毎
年
申
レ
官
。
交
替
国
司
、

據
レ
帳
検
レ
実
、
如
有
二
闕
怠
一
、
仍
停
二
解
由
一
。
其
不
レ
修
已
久
、

崩
壊
亦
大
。
当
時
国
司
不
レ
堪
二
輙
修
一
者
、
支
―二
度
功
程
一
、
言
上

聴
レ
裁
、
随
レ
事
修
造
。
不
レ
得
二
更
怠
一
。

　
　
　
　
　
延
暦
十
九
年
九
月
十
六
日

（
16
）『
令
集
解
』
営
繕
令
近
大
水
条

凡
近
二
大
水
一
、
有
二
堤
防
一
之
処
、
国
郡
司
以
レ
時
検
行
、
若
須
二
修

理
一
、
毎
二
秋
収
訖
一
、
量
二
功
多
少
一
、
自
レ
近
及
レ
遠
、
差
二
人
夫
一

修
理
。
若
暴
水
汎
溢
、毀
―二
壊
堤
防
一
、交
為
二
人
患
一
者
、先
即
修
営
。

不
レ
拘
二
時
限
一
、応
レ
役
二
五
百
人
以
上
一
者
。
且
役
且
申
。
若
要
急
者
、

軍
団
兵
士
、
亦
得
二
通
役
一
。
所
レ
役
不
レ
得
レ
過
二
五
日
一
。
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（
17
）『
令
義
解
』
雑
令
国
内
条
。

（
18
）『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
、
延
喜
二
年
三
月
十
三
日
太
政
官
符

　
　
　
太
政
官
符

　
　
　
　
応
レ
禁
―三
制
諸
院
諸
宮
及
王
臣
家
占
―二
固
山
川
藪
沢
一
事

右
延
暦
三
年
十
二
月
十
九
日
騰
勅
符

、
山
川
藪
沢
之
利
公
私
共
之
。

比
来
王
臣
及
諸
司
寺
家
等
包
―二

山
林
一
経
―二
略
藪
沢
一
。
宜
下
加
二
下

知
一
勿
上
レ
使
二
更
然
一
。
…
…
而
立
レ
制
已
久
、
犯
レ
禁
弥
甚
。
…
…

左
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
宜
下
重
加
二
下
知
一
早
従
中
停
止
上
。
…
…

　
　
　
　
　
延
喜
二
年
三
月
十
三
日

（
19
）『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
、
弘
仁
十
一
年
七
月
一
日
太
政
官
符

　
　
　
太
政
官
符

　
　
　
　
応
レ
令
三
長
官
次
官
検
―二
校
大
井
国
田
等
堰
一
事

…
…
藤
原
朝
臣
冬
嗣
宣

、頃
年
件
堰
屢
有
二
破
損
一
、民
疲
二
修
造
一
、

多
費
二
公
粮
一
。
是
則
国
司
等
無
レ
心
二
検
校
一
不
レ
労
二
小
損
一
之
所

レ
致
也
。
…
…
宜
二
自
今
以
後
不
一レ
得
二
更
然
一
。
仍
須
レ
令
下
二
次
官

已
上
一
年
別
相
替
検
校
上
。
其
有
二
小
破
一
者
不
レ
論
二
農
時
一
随
即
修

理
。若
不
レ
存
二
検
校
一
有
レ
致
二
大
破
一
者
、専
為
レ
首
依
レ
格
科
レ
罪
。

　
　
　
　
　
弘
仁
十
一
年
七
月
一
日

（
20
）『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
、
天
長
三
年
五
月
三
日
符
。（
元
慶
三
年
七

月
九
日
太
政
官
符
に
引
用
）

…
…
良
峯
朝
臣
安
世
奏
状

、
往
年
之
間
、
堤
防
浸
決
、
邑
居
漂
没
、

良
田
久
荒
、
農
夫
失
レ
業
。
方
今
堤
防
漸
修
、
水
門
一
定
、
地
脈
新
分
、

百
姓
競
点
。
若
是
任
レ
意
聴
二
其
耕
作
一
、富
強
専
レ
利
、貧
弱
少
レ
得
。

望
請
、
随
二
得
レ
地
之
数
一
定
二
多
少
之
法
一
、
令
三
各
修
―二
理
堤
防
一
。

仮
令
給
二
一
町
之
地
一
修
―二
理
一
丈
之
堤
一
。
不
レ
加
二
公
労
一
令
二
堤

防
全
一
之
術
也
。
若
得
レ
地
之
後
不
レ
事
二
堤
防
一
、
随
則
還
レ
公
者
。

…
…
清
原
真
人
夏
野
宣
、
奉
レ
勅
、
依
レ
奏
者
。
国
司
須
レ
遵
―二
行
符

旨
一
。

（
21
）『
類
聚
三
代
格
』
巻
八
、
天
長
六
年
五
月
二
十
七
日
太
政
官
符

　
　
　
太
政
官
符

　
　
　
　
応
レ
作
二
水
車
一
事

…
…
水
田
之
難
、
尤
在
二
旱
損
一
。
伝
聞
、
唐
国
之
風
、
堰
渠
不
レ
便

之
処
多
構
二
水
車
一
、
無
レ
水
之
地
、
以
レ
斯
不
レ
失
二
其
利
一
。
…
…

宜
下
下
―二
仰
民
間
一
作
―二
備
件
器
一
、
以
為
中
農
業
之
資
上
。
…
…
若
有
二

貧
乏
之
輩
不
一レ
堪
二
作
備
一
者
、
国
司
作
給
。
経
レ
用
破
損
、
随
亦
修

理
。
…
…

　
　
　
　
　
天
長
六
年
五
月
廿
七
日

（
22
）
亀
田
隆
之
「
国
家
権
力
に
よ
る
用
水
支
配
の
変
遷
」（『
日
本
古
代
用

水
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）。
初
出
は
、「
平
安
初

期
に
お
け
る
用
水
統
制
―
公
水
公
有
制
の
変
遷
と
関
連
し
て
―
」（『
日

本
古
代
史
論
集
、
下
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）。

（
23
）『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
、
延
暦
十
九
年
二
月
三
日
太
政
官
符
。
漁
獲

の
た
め
に
池
を
干
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
禁
止
。

　
　 

『
政
事
要
略
』
巻
五
十
四
、
交
替
雑
事
、
天
長
二
年
十
二
月
二
十
一
日

符
（
天
長
三
年
七
月
十
五
日
太
政
官
符
に
引
用
）。
出
挙
の
利
を
諸
国

の
溝
池
修
造
に
充
て
る
。

　
　 

『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
九
年
十
月
己
巳
条
。
民
一
万
人
を
徴
発
し
、
葛

野
川
の
堤
防
を
修
理
。
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同
、
天
長
三
年
正
月
丙
申
条
。
和
泉
国
に
池
を
五
か
所
築
か
せ
る
。

　
　 
同
、弘
仁
十
二
年
七
月
丁
巳
条
。
讃
岐
万
農
池
造
営
費
の
一
部
と
し
て
、

空
海
に
新
銭
二
万
を
与
え
る
。

　
　
　 
以
上
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
部
の
例
に
過

ぎ
な
い
。

（
24
）
岩
口
和
正
前
掲
論
文
。
河
内
祥
輔
註
（
8
）
論
文
。
亀
田
隆
之
註

（
2
）
論
文
。

（
25
）『
類
聚
三
代
格
』
巻
八
、
仁
寿
二
年
三
月
十
三
日
太
政
官
符

（
付
記
）
私
の
理
解
し
た
諸
氏
の
概
念
に
つ
い
て
、
図
に
あ
ら
わ
し
て
次
頁

に
示
し
た
。
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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